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履修に当たっ
ての注意・助言
/準備学習

（助言）絵を深く読み込むためには、物語に対する深い理解が欠かせません。物語の内容については授業の
中で詳しく解説しますが、なお自分でも物語をよく味読して理解を深めてください。
（準備学習）毎回次の回の授業の資料を渡しますので、予め読んで不審な点・不明な点を整理しておいてくだ
さい。

講義計画

１　第二部の流れ解説・鈴虫巻講読（１）
２　鈴虫巻講読（２）・「鈴虫（一）」解読
３　鈴虫巻講読（３）・「鈴虫（二）」解読
４　夕霧巻講読・「夕霧」解読
５　御法巻講読・「御法」解読
６　竹河巻講読（１）・「竹河（一）」解読
７　竹河巻講読（２）・「竹河（二）」解読
８　橋姫巻講読・「橋姫」解読
９　早蕨巻講読・「早蕨」解読
10　宿木巻講読（１）・「宿木（一）」解読
11　宿木巻講読（２）・「宿木（二）」解読
12　宿木巻講読（３）・「宿木（三）」解読
13　東屋巻講読（１）・「東屋（一）」解読
14　東屋巻講読（２）・「東屋（二）」解読
15　まとめ

テキスト
『よみがえる源氏物語絵巻　全巻復元に挑む』（NHK出版）
物語の内容については、授業時にプリントを用意します。

参考書 授業時に適宜指示します。

目的と概要

国宝源氏物語絵巻は、名古屋の徳川美術館と東京の五島美術館に所蔵されています。平成11（1999）年から
始まった国宝源氏物語絵巻全巻復元プロジェクトは、平成17（2005）年をもって終了し、絵巻全巻の復元模写
が完成しました。本授業は、その研究成果を参考としながら、物語本文と絵巻を細かく対照させ、そこから何が
読み取れるのかを整理し、『源氏物語絵巻』の真の姿の理解に努めます。ⅢBでは、「鈴虫（一）」から「東屋
（二）」を扱います。

成績評価法
後期末に行う定期試験（80％）、授業の最後に行う確認小テスト（10％）、出席（10％）の三者を総合して評価し
ます。
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